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】 修道院典礼から司教区の典礼へ－  

























ていた。筆者は，日々行われるビザンティン典礼の時課・聖体礼儀や共同での   

































ン典礼本来のあり方から言えば，前晩から夜半にかけ「晩課・リティア・朝課」   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   




















の中でこれを執り行っているのが現状である。   
もとよりキリストの十字架刑は，ユダヤの陰暦による「ニサンの月」の14日  








これに続けて記念する，というのが「テユピコン」の基本的精神である。   
ところで，ニーレジハーザのセミナーリウムが教区司祭の養成を目指してい   




課を主宰する能力をも培っている，という事実が顕著に示している。   
ここで典礼書のシステムについての解説が必要であろう。ハンガリーのギリ  
シア・カトリック教会では，総じて信徒の階層として3段階が意識され実践さ  
れていると言える。すなわちそれは   
1）司教区聖堂 2）ニーレジハーザ・セミナーリウム   
3）ダーモーツ修道院  
の3段階であり，これらはそれぞれ  
1）一般信徒のレベル 2）司祭養成のレベル 3）修道生活  
を表している。そして殊に日々の典礼を実践するに際しては，   






礼儀が行われている。   
上記の3段階については，事実上，ハンガリーのギリシア・カトリック教会  
で出版されている典礼書目もこの3種に対応する。現在，典礼番としては次の  
3つのレベルのものが出版されている。   
A）信徒用歌唱書『主をほめたたえよ！』  
（刀ねざ∂わ細尾αZこ存αf／，Nyiregyhaza1994）．   
主日・祝日の前晩晩課，主日朝課・主日晩課の歌唱旬をおもに含む。連祷な  
どの共通句については，聖体礼儀の部分に掲げ，朝課・晩課部には省略してあ  
る。週日の聖体礼儀のための可変部テキストも掲載されている。   
B）司祭用祈祷書『主の名をほめたたえよ！』  




が付録となっている3。これにより日々の聖人に定められたトロパールとコン   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼へ岬  57  
タークが判るが，聖人の分類に関しては「共通メネア」のレベルを採用してい  
る。   




























（かよcβ占わ蝕ゐαZこ存αf／）の記載内容を最も一般的な骨格として意識しており，   








る。祈祷文の改変等に伴う意図的な落貢があり，巻頭も15頁より始まる。   
あ．「共通祈祷文」15－26頁，い．「閉祭のため司祭の祈り」26－43頁，う．「個  
人での祈り」45－95頁，え．「朝課」96－166頁，お．「時課・聖体礼儀」167－347  
頁，か．「晩課」348－384頁，き．「夜半課」385－433頁。   
以下，く．「『八調書』主日の歌」〔第1調～第8調〕434－539頁，け．「『八調  
書』週日の歌」540－590貢 が掲載される。   
これに続き59卜955頁にTri6d（「三歌斎経」）および Pentekosztarion（「五  
旬経」）からの内容が記される。これは受難節・復活節の典礼に関わるもので  
あり，本稿での考察の対象からは外れる。   
そして，こ．「共通メネアより」956－1063頁，さ．「聖母讃歌」1064－1110頁  










一．閲無 二．詩篇3 三．多憐歌 四．復活讃歌 五．昇階唱 六．プ  
ロキメン前後 七．福音朗読前後 八．詩篇50後ステイヒラ 九．カーノ  
ン〔第8歌後／カタヴァスイア先旬／第9歌前／聖母讃歌句・後旬〕十．  
カーノン後 十一．光の歌後 十二．讃美ステイヒラ先句＋詩篇150篇  
十三．大栄唱 十四．読諦栄唱   
各項に冠した漢数字は便宜的なものであり，以下の本文中にもこれを用いる。   
ピザンティン典礼における「テユピコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼へ－  59  
本文では第4章において，朝課について考察する。   
2）聖母のカーノンと季節固有のカタヴァスイア（42－52頁）   
1．聖母 2．降誕節 3．主の公硯 4．主の奉献 5．聖十字架   
これは上記1）の九．および十．が可変部であるため，そのヴァリエーショ  
ンを掲載するものである。   
3）主日の「光の歌」と「福音ステイヒラ」（53－64頁）   
1．光の歌 2．聖母讃歌 3．福音ステイヒラ   
これも，上記1）の十一．が可変部であるため，そのヴァリエーションの載  
録である。  
Ⅱ1）金口の聖ヨハネ典礼（65－91頁）   
2）週日のトロパール・コンターク・プロキメン・拝領唱（92－97頁）   
3）特別の意向による可変部分（トロパールなど；98－106頁）   
このⅡは聖体礼儀にかかわる部分であり，本稿では扱わない。  
Ⅲ 晩課とリティア（107－120頁）  
一．開祭 二．詩篇103 三．「主よ，あなたに向かって」 四．ステイヒ  
ラ 五．夜の感謝の歌 六．各曜日プロキメン セ．「われらの主よ，こ  
















各調歌詞の内容は，一般信徒の用に供することを意図し，次のように主目前晩   
秋l．Ll  学  60  
晩課・主日朝課・主日聖体礼儀・主日晩課に限定して可変部が掲載されてい  
る。   
①主日前晩晩課 a「主よ，あなたに向かって」の後 b大ドグマティコ  
ン c先旬ステイヒラ d／トドグマテイコン eトロパール   
②主日朝課 aトロパール bカティズマーリオン c「栄光は」の後  
d「今も」の後 eカティズマーリオン f「栄光は」の後 g「今も」  
の後 hイパーコイ iプロキメン jカーノン k同第Ⅵ歌後のコン  
ターク 1イコス m讃美のステイヒラ  
③主日聖体礼儀（本稿の対象外）   
④主日晩課 a「主よ，あなたに向かって」の後 b聖母讃歌 c先旬ス  
テイヒラ d聖母讃歌   
このⅣの①②④に関しては，上掲したIl）およびⅢの漢数字番号と併せ，  
対応箇所を以下本文中に適宜注記する。  






かにしたものと言えよう。そのような重要な記念日とは，   
聖母の誕生（9／8） 十字架称賛（9／14） 聖母の御守り（10／1） 第  
七公会議の師父の日曜日（10／11－17の間の日曜日） 聖ミハーイ・ガーボル  
大天使（11／8） 聖母の神殿奉献（11／21） 聖ミクローシュ司教（12／6）   
聖母の無原罪の御宿り（12／8） 古の師父の日曜日（12／11－17の間の日曜  
日） 旧約の聖師父の記念（12／18－24の間の日曜日） 主の降誕前晩（12／24；  
「王の時課」） 主の降誕（12／25） 降誕の翌日・聖母の記念（12／26） 降  
誕の翌々日・聖ステファノ殉教者（12／27） 主の親族（特にダビデ，ヨセフ，  
ヤコブ）の記念日（12／26－31の間，降誕の翌日曜日） 主の制札＆聖大バジ  
ル（1／1） 主の洗礼・公現前晩（1／5；「王の時課」） 主の洗礼・公現  
（1／6） 三人の聖なる圭司祭（大バシレイオス，ナジアンゾスの聖グレゴ  
リオス，金口の聖ヨハネ，1／30） 主の神殿奉献（2／2） 聖母へのお告げ  
（3／25） 聖ゲオルギオス大殉教者（4／23） 洗礼者聖ヨハネの誕生（6／  
24） 聖ベトロ・パウロ主催徒（6／29） 初期六公会議の真なる信の師父た   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼へⅦ  61  
ち（7／13－19の間の日曜日） 聖エリヤ預言者（7／20） 主の変容（8／6）  
聖母の御眠りと被昇天（8／15） 聖イシュトヴァーン使徒王（8／20） 洗  
礼者聖ヨハネの斬首（8／29）。   
これらの中でも重要な祝日には，その記念が前後の一定期間に及ぶものがあ  
り，これを「前祝日・後祝日」と呼んでいる（以下本文中で「祝日期間中」と  
呼ぶもの）。上で下線を付した日々がその範疇に属し，各々の祝日期間は   
9／8（9／7－9／12） 9／14（9／13－9／21）11／21（11／20－11／25）  
12／25（12／20－12／31） 1／6（1／2－1／14） 2／2（2／1－2／9）   
3／25（3／24－3／26） 8／6（8／5岬8／13） 8／15（8／14－8／23）  
と定められている。また，次に挙げるのが「リティア」を伴う祝日である。   
9／8，9／14，10／1，11／8，11／21，12／6，12／25，1／1，1／6，1／30，  
2／2，3／25，4／23，6／24，6／29，7／20，8／6，8／15。   
以下本文中で祝日（8月151ヨ）の祈祷文が参照される際には，「Ⅴ」として  
この項を指示する。  





Ⅶ 「共通メネア」より聖人の記念用（847一朗2頁）   
これは上記のこ．をさらに簡略化したものであり，順に 1預言者 2一使  
徒 3複数使徒 4一司教 5複数司教 6証聖司教 7聖生師父 8隠修士   
9奉仕医10殉教者11複数殉教者12司教殉教者 A聖女＆おとめ B殉  
教女 に分かたれている。この点にも工夫が凝らされていて，たとえばここに  
は，B）司祭用祈祷者のこ．に見られる「天使」という分類がないが，天使の  
記念は事実上11月8日に限られ，これは前掲の「固定祝日」に含まれている。  




イ．主日晩「先句ステイヒラ「栄光は」の後」〔第1調～第8調〕 これ  
は垂載でありⅣ（むdのものと同一。  
ウ．主日晩・月曜朝「散会聖母讃歌」〔第1調～第8調〕   
秋 山   学  62  
に分けて記載されている。土曜晩・主日晩とも晩課の構造は同一であるが，そ  
の意味が異なる。聖母讃歌は晩課で3度歌うが，   
1度目は 土曜〕Ⅳ①b  日曜〕Ⅳ（むb  
2度目は 土曜〕Ⅳ①d  日曜〕Ⅳ④d＝Ⅷイ  
3度目は 土曜〕Ⅷア  日曜〕Ⅷり  
であり，このうち3度目のⅧアを，主日の朝課（Ⅳ②aの後）でも歌う，とい  
うことになる。  
Ⅸ 典礼暦カレンダー（929－937頁）   
2月29日を含む1年366日について，それぞれの日付に固有の聖人が誰であ  






3．2004年8月14日（土）「聖母の御眠り」前腕晩課   
まず娩課についてであるが，上記Ⅲ．で示した司教区用一般祈棒書の項区分  
番号を，以下の記述の中でも用いることとする。これによって，司教区での典  










ティア付きの大塊課が行われる。   
一 ．リティアがない場合，「大塊課」は，次のような「常なる初め」と呼ば  
れる一連の定式文より始められる。司祭「われらの神は永遠に諾えられますよ   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼へ－  63  










光は」「今も」「主の祈り（マタイ六9－13）」 司祭「国と力と栄光は，父と子  
と聖霊よ，あなたのもの，今もいつも世々とこしえに」会衆「アーメン」。「主  





3），「神よ，栄光はあなたに」と唱えられる。   
8月15日前晩はリティア付き大晩課であったため，次のように始められた。  
会衆「主よ，命じたまえ」 司祭「聖にして一，生命を与え分かれざる三位一  
体に，変わることなく，今もいつも世々とこしえに栄光あれ」 会衆「アーメ  
ン」 「来たれ，われらの王，われらの神に祈ろう。来たれ，キリスト・われ  
らの王，われらの神に祈ろう。来たれ，伏し拝もう，そしてイエス・キリスト  
その方，われらの王，われらの主，われらの神に祈ろう」。   
二．いずれの場合にも，この後詩篇103煽が唱和される。詩篇朗謂の終わり  
に「栄光は」「今も」，アレルヤ（×3），「神よ，栄光はあなたに」と唱和され  
る。   
続いての「大連樺」は次のように進められる。司祭「平安のうちに主に願お  
う」 会衆「主よ，憐れみたまえ」（以下司祭の各導句に続ける） 「天の平  
和，われらの霊の救いのために主に願おう」 「全世界の平和，神の聖なる教  
会の栄え，われらすべての者の一致のために主に願おう」 「この聖なる家の  
ため，また倍と熱意と神への畏れをもってここに集い来る者すべてのために，  
主に願おう」 「われらの聖にして普遍なる牧者の長，～教皇のため，神を愛   
秋 山  64  
するわれらの～司教のため，浄らかなる司祭職にある者のため，全教会と民の  
ために主に願おう」 「この町のため，すべての町，共同体，地域，そこに住  
む信徒たちのために主に願おう」 「気候の恵みある温順，大地の作物の豊か  
な実り，平和な日々のため，主に願おう」 「航行する者，旅路にある者，病  
める者，疲れたる者，飢える者たちのため，またこれらの者の解放のため，主  
に願おう」 「主がわれらをあらゆる心労，怒り，危険，欠乏から救って下さ  
るよう，主に願おう」 「神よ，あなたの憐れみによって，われらを守り，救  
い，憐れみ，強めたまえ」 「いとも聖にして浄らか，いとも祝せられし栄え  
あるわれらの王妃，神の母にして常に処女なるマリアを，すべての聖人ととも  
に思い起こしつつ，われら自身とお互いを，そしてわれらの生命すべてを，わ  
れらの神なるキリストに献げよう」 会衆「主よ，あなたに」 司祭「あらゆ  
る栄光，愛，崇敬は，父と子と聖霊よ，あなたにこそふさわしい。今もいつも  





23）（む24－31（24－26；27－29；30－31） ⑤32－36（32－33；34－35；36） ⑥  
37－45（37－39；40－42；43－45） ⑦46－54（46－48；49－50；5卜54） ⑧55－63  
（55－57；58－60；6卜63） Q）64－69（64－66；67；68－69） ⑲70－76（70－71；  
72－73；74－76） ⑪77－84（77；78－80；8卜84） ⑫85－90（85－87；88；89－90）   
⑩9卜100（9卜93；94－96；97－100） ⑭10卜104（101－102；103；104） ⑮  
105－108（105；106；107－108） ⑲109【117（109－111；112－114；115－117）  
⑩118（－72；－131；－176） ⑲119－133（119－123；124－128；129－133） ⑩134  
－142（134－136；137－139；140－142）⑳143－150（143－144；145－147；148－150）   
となっている（第17カティズマは詩篇118編単独で構成される）。なおビザン  
ティン典礼教会ではギリシア語訳旧約聖書の詩篇番号を踏襲しているため，現  





朝19＆20；金夕18；土朝16＆17という順に読まれる。   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼ヘー  65   
土曜晩課は第1カティズマである。「メノロギオン」に載る8月15日のテエ  
ビコンには「もし祝日が主日に当たったなら，祝日の記念に対して復活の記念  
















りも長大なためであろう。   
第8編が済むと次に小連祷である。司祭「繰り返して平安のうちに主に願お  





よう」 会衆「主よ，あなたに」 司祭「権威，国，力そして栄光は，今もい  






て」の唱句と呼ばれる。   






2章句分を歌うのみであった。   
四．続いて「ステイヒラ」が歌われる。これに関しては詳細な規定がある。  
司祭用祈祷蕃362－3頁；「最後の4，6，8ないし10個の先句に，当日の規定  
に応じてステイヒラを歌う。   























り「栄光は」の調のもの。ただし金曜は当該週の調のもの。聖人に「ドクサス   
ビザンティン典礼における「チエピコン」の神学   




照）」。   




























えわれらはあなたを，唯一不死なる方として拝む。生命を与えるキリストよ，   

































主日前晩晩課なら「大ドグマティコン」，週日前晩晩課なら「聖母讃歌」が来   
ビザンティン典札における「テエビコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼ヘー  69  
































と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに。アーメン」。続いてスラブ語原文   




と昇天，人々との共生は祝される。いにしえより今もいつも世々に。アーメン」。   
この後司祭は，王門に向かって十字を切りつつ「あなたの聖なるものの入場  
は†祝せられる，いにしえより，今もいつも世々とこしえに。アーメン」と静  


























んで聴こう！」が各旧約朗読（パリミア）の前に置かれる。8月15日は『創世   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼へ－  71  
記』28．10－17；『エゼキエル書』43．72－44．1；『蔵言』9．1－11であっ  
た。   
続いて「重連祷」が行われる。この名称は「主よ憐れみたまえ」の旬を三度  
繰り返す部分が挟まれることによる。司祭「われらすべて，まったき心・まっ  
たき霊でもって語ろう！」 会衆「主よ憐れみたまえ」（以下司祭の各導旬に  
続ける） 司祭「われらが全能の主，われらの師父たちの神，われらはあなた  
に祈る，われらに耳を傾け憐れみたまえ」 「神よ，あなたの大いなる憐れみ  
によって，われらを憐れみたまえ。われらはあなたに願う，われらに耳を傾け  
われらを憐れみたまえ」 会衆「主よ憐れみたまえ（×3）」（以下司祭の各導  
句に続ける） 司祭「さらに，神を愛するわれらの司教～のため，われらの霊  
的父のため，そしてキリストにおけるあらゆるわれらの兄弟たちのために願お  
う」 「さらに，ここに集いあなたから大いなる豊かな恵みを待ち望む民のた  
め，われらの恩人のため，また真なる信仰をもつすべてのキリスト教徒のため，  
主に願おう」 「あなたは憐れみ深く人を愛する神，父と子と聖霊よ，われら  










あなたに適わしい，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに。アーメン」。   
司祭により説教が行われる場合には，ここに挿入される。   
続いて「完遂連樽」が行われる。司祭「われらの夕べの願いを，主に向けて  
まっとうしよう」 会衆「主よ憐れみたまえ」（以下司祭の各導句に続ける）   
司祭「神よ，あなたの憐れみによって，われらを守り，救い，憐れみ，強め  
たまえ」 「この夜を通して，完徳のうちに，聖性とともに，平安に罪なく過  
ごせるよう，主に求めよう」 会衆「主よ叶えたまえ」（以下同様に） 司祭  
「平和の天使，信篤き導き手，われらの霊と肉の守り手を，主に求めよう」  
「われらの罪と過ちへの，赦しと寛容を主に求めよう」 「われらの霊に善と   
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益を，世には平和を主に求めよう」 「われらの生の残りの期間を平安と痛悔  
のうちに過ごすことができるよう，主に求めよう」 「われらの生を，キリス  
ト教徒としてのあり方で苦悩と恥なく送れるよう，そしてキリストの畏れ多き  
裁きの座の前で，善き答えができるよう，主に求めよう」 「いとも聖にして  
浄らか，いとも祝せられし栄えあるわれらの王妃，神の母にして常に処女なる  
マリアを，すべての聖人とともに思い起こしつつ，われら自身とお互いを，そ  
してわれらの生命すべてを，われらの神なるキリストに献げよう」 会衆「主  
よ，あなたに」 司祭「あなたは善意に満ち人を愛する神，われらはあなたを  
讃える。父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」 会衆「アーメン」。   
司祭（会衆の側に顔を向け祝福を与える）「あなたがたすべてに平安がある  
ように」 会衆「あなたの霊にも」 司祭「主に頭を垂れよう」 会衆「主よ，  






らゆる悪しき記憶から，いついかなる時にも守りたまえ」。 司祭は声を挙げ  
る。「あなたの王国の支配が祝せられ，試えられますように，父と子と聖霊よ，  
今もいつも世々とこしえに」 会衆「アーメン」。  
十（その1）．8月15日は祝日前晩でもあったため，「リティアのステイヒラ」  










る答なき花嫁，父の書き喜びの母，神により神自らが混同なく一つになるため   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   
















世に平和と豊かな恵みを注ぎたまえと」。   
















レゴリオス，金口のヨハネ，アタナシオスにキュリロス，リュキア・ミュラの   























憐れみたまえ」。 会衆「主よ，憐れみたまえ」（×3）④司祭「主なる神が，  
罪深き僕らの執り成しの言葉を聞き入れ，われらを憐れんでくださるように」   




子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」。 会衆「アーメン」。   
次いで司祭は会衆の側に顔を向ける。「あなたがたすべてに平安があるよう  
に」 会衆「あなたの霊にも」 司祭「主に頭を垂れよう」 会衆「主よ，あ  
なたに」 次いで司祭の「頭を垂れての祈り」が続く。①「大いに憐れみ深き  
治め主なるイエス・キリスト，われらの神，またわれらのいとも聖なる王妃，   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学  
































よって自らのわき腹を聞かせたからである。ユダヤ人たちはあなたの力を知る   







え」。   
「今も」に続き，「先句ステイヒラ用の聖母讃歌」が歌われる。この部分は  
通常なら，当該調¢「栄光は」¢祝日¢「今も」¢先行調を受けた小ドグマテ  























聖母讃歌である。   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   
































である。   
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十（その2）．この後「リティア」に戻る。まず司祭「主に願おう」 会衆  
「主よ憐れみたまえ」 司祭「主にしてわれらの神なるイエス・キリスト，あ  
なたは5つのパンを祝福し，それによって5千人を満たされた」。   
司祭用祈祷者383頁；「司祭はパンの一つを手に取り，接吻してから，祝福  
を受ける供え物にそのパンで十字を切り，もう一度接吻して元の位置に戻す。  






とこしえに」 会衆「アーメン」 －司祭は供え物に再度香を振り，その  
間にトロパール第4調の節で「主の名は今よりとこしえに至るまで讃えられよ」  
と歌う。同じ句を会衆は2度繰り返して歌う－。   
続いて詩篇第33編の前半部分（第11節まで）を速読する。その後，司祭「主  
の祝福が，その恵みと人への愛とともにあなた方にありますように。今もいつ  




た。 司祭「叡智！」 会衆「祝福を与えたまえ」 司祭「キリスト，われら  
の神がとこしえに祝せられ，讃えられますように」 会衆「神よ，真の普遍的  
信仰を，世々とこしえに力づけたまえ」 司祭「いとも聖なる神の母よ，われ  
らを救いたまえ」 会衆「ケルビムよりも尊く，セラフィムよりも類いようも  
なく栄えある方，あなたは神を，御言葉を，陣痛なくお産みになった。異なる  
神の母よ，われらはあなたを誉め歌う」司祭「あなたに栄光あれ，キリスト・  
われらの神よ，われらの希望よ，あなたに栄光あれ」 会衆「栄光は」「今も」  
「主よ，憐れみたまえ」（×3）「主よ，祝福を与えたまえ」 司祭「キリスト，  
真なるわれらの神よ，…聖母の祈りを通じ，また聖にして栄光に満ちすべてを  
越えて誉れある使徒たちと，すべての聖人のとりなしを通じて，善意に満ち人  
を愛する方として，われらを憐れみ救いたまえ」。 会衆「アーメン」 司祭  
「主の祝福が，その恵みと人への愛とともにあなた方にありますように。今も   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼へ－  79  


























めに）割り振られた142編が唱えられている。   
次いで大連祷。これに関しては上記「晩課」二．を参照。   
これにつづき，司祭の「主は神，われらを照らす方。主の名によりて来たる  
者は譜えられんことを」との促しがある。それに続き，会衆はこの句を二度繰  
り返して歌う（ダーモーツでは一皮）。これは当日これにつづくトロパール（Ⅳ   
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永遠の死より救われた」。   
続いて「カティズマ」である。その次第は「晩課」に記したとおりであり，  
主日朝のカティズマは，第2と第3である。まず「カティズマ」第1部＝第2  
カティズマすなわち②9－16（9－10；1卜13；14－16）を速読みした。当該カテ   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学  
岬修道院典礼から司教区の典礼へ朋  81   
イズマに対応するかたちで「章句」が3個分用意されており，セミナーリウム  
では「カティズマ」を読むのを省略し，この章句を読んでいた。その締めは「カ  






む」。   
続いて小道祷である。司祭「繰り返して平安のうちに主に願おう」 会衆「主  
よ，憐れみたまえ」（以下司祭の各導旬に続ける） 司祭「神よ，あなたの憐  
れみによって，われらを守り，救い，憐れみ，強めたまえ」 司祭「いとも聖  
にして浄らか，いとも祝せられし栄えあるわれらの王妃，神の母にして常に処  
女なるマリアを，すべての聖人とともに思い起こしつつ，われら自身とお互い  
を，そしてわれらの生命すべてを，われらの神なるキリストに献げよう」 会  
衆「主よ，あなたに」 司祭「権威，国，力そして栄光は，今もいつも世々と  





れた，世に飽かな恵みを与えつつ」。 「栄光は」，「あなたは，墓石の封印を  
禁じることなく，それによって信の柱石を建て，われらすべてに新たな生命を  







（Ⅳ④d）。   
続いて「カティズマ」第2部，すなわち第3カティズマ③17－23（17；18－20；  
21－23）が速読される。末尾は「カティズマ」第1部の場合と同様である。   
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その後再び小連棒。司祭の結句のみ「あなたは善に満ち，人を愛する神，わ  
れらはあなたを讃える，父と子と聖霊よ， 今もいつも世々とこしえに」とやや  




























を捧げよ。（アレルヤ）。主の憐れみは永遠！」と唱和される。   
続いて「多憐歌の後・祝日讃歌」である。これは祝日に固有の歌である。ダー  
モいツでは「われらの神キリストの染みなき母よ，われらはあなたを讃え，あ   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   



























よ，栄光はあなたに」   
続いて小連祷。結句のみ「いとも貴く高きあなたの名は，いとも聖とされ凍  
えられる，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」と異なっている。「アー  
メン」。   
司祭用祈祷書115頁；「／ト連待の後，通例の主日であれば，当該調のイパー  
コイを歌い，その後昇階唱を読む。その後プロキメンである。祝日期と大聖人  
の日には第3カティズマーリオンが，その後昇階唱が歌われる」。   





〈主は復活した。世に大いなる恵みを授けて〉」。   
次いで8月15日には，第3「カティズマーリオン」がここに来た。これは祝  


























④「もし主がわれらとともにおられないなら，敵であり殺戟者でもある者から，   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   

















で」。   
司祭は続ける。「主に向かって願おう」 会衆「主よ憐れみたまえ」 司祭  
「われらの神よ，あなたは聖なる方，聖なる者のうちに憩われる。父と子と聖  
霊よ，われらはあなたを讃える，今もいつも世々とこしえに」 会衆「アーメ  
ン」   
司祭「すべての霊は主を試えよ」 会衆（当日のプロキメンの節で）「すべ  
ての霊は主を讃えよ」挿句「主の聖なるものにおいて主をほめたたえよ」「す  
べての霊は主を試えよ」司祭「聖なる福音を聴くのにふさわしくあれるよう，  
主に向かって平安のうちに願おう」 会衆「主よ憐れみたまえ」（×3）   
七．司祭は会衆に祝福を与える。「あなたがたすべてに平安があるように」   
会衆「あなたの霊にも」 司祭「叡智！真なる信徒たちよ，聖なる福音を  
聞こう。聖～福音の朗読」 会衆「あなたに栄光あれ，主よ，あなたに栄光」   
司祭「謹んで聴こう！」。   
これに続くのが朝課の中心を構成する福音朗読である。主巨＝こは次の11個所  
のうちから選ばれるが，いずれもイエスの複括を述べた箇所である。①マタイ  
28．16－20 ①マルコ16．1∵8 ⑨マルコ16．9－20 ④ルカ24．卜12 ①ル  
カ24．12－35 ⑥ルカ24．36－53 ①ヨハネ20．卜10 ④ヨハネ20．1卜18 ①   
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いる。   
司祭用祈祷書117頁；「司祭は当該週の福音箇所を読み上げる。主日には規  
定された復活の11箇所のうちから選ぶ。週日で大聖人の日であれば，聖人（特  
有）の聖書箇所，主と聖母の記念日には，何曜日であっても，祝日のもの」。   






















霊的な群れを，傷なく守りたまえ，と〉」が歌われた。   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   
一修道院典礼から司教区の典礼へ－  87   
次いで司祭の長い祈祷文があるが，これは前晩晩課のリティアで用いられた  
もの①と同一である。その後，会衆「主よ憐れみたまえ」（×3）司祭「主  
よ憐れみたまえ」（×6） 会衆「主よ憐れみたまえ」（×3） 司祭「あなた  
の御一人子の憐れみ、同情，人間愛により，御一人子とともに，またいとも聖  
にして善き思いを持ち，生命を与えるあなたの霊とともに祝される方よ，今も  







88（9）ルカ福音書1．46－55；68－79 である。このうち第2歌は，その儀悔  



















復活を寿ぐ。いとも栄えあるものなれば」。挿旬①「いとも聖なる神の母よ，   

































ある方のところに旅立たれた」。「今も」。テオトキオン③「神学者たちの群れ   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   

































諸国の民に裁きを宣告することはなさらなかった。おおキリストよ，それはあ   

































て眠る死者たちを自ら立ち上がらせた」。挿旬②。トロパール①A「あたかも   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   

































ことなきままに，あなたから始まった。ならばいかにして，あなたの染みなき   

































主は，主に誕生をもたらしたおとめを，天上の住まいのために傷なきままに留   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   

































るのか。こう歌う者たちを見捨てたもうな。≪われら救われた者たちは，唯一   

































心ばえにおいて倣岸なる者らを散らされた」。「ケルビムよりも」。①「主は力   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   

































みでわれらを覆いたまえ。われらの君主に勝利を，キリストを愛する民，霊魂   




染みなき神の母なるおとめよ！〉」。   
小過祷，末句「すべての天の力はあなたを讃え，父と子と聖霊よ，われらは  
あなたをほめ讃える，今もいつも世々とこしえに，アーメン」が異なる。   
十．その後，司祭が「主は聖，われらの神は」を計3回線り返し，会衆が同  
じく「主は聖，われらの神は」を3回線り返して歌う。   
司祭用祈祷者125頁；「この後，復活朗読箇所の番号と同じ番号の，復活の  
「光の歌」（Ⅰ3））が読まれる。週日には週日の，祝日期には規定に対応する  
「光の歌」を，〈主は聖〉 なしで読む」。   
その後「光の歌」⑪「神的な復活の後，主はベトロに三度尋ねられた。〈わ  
たしを愛するか？〉 と。そしておのが群れの主たる牧者とされた。しかしベト  
ロはその後，イエスが愛された弟子が来るのを見て，泊め主にこう尋ねた。〈彼  
はどうなるのですか？〉 すると主はこう言われた。〈もし彼がここに留まる  
ことをわたしが望んだとして，おまえはそれをどうしようというのか。ベトロ，  








相応しい」と唱えられる。   






を補充的に用いる」。   
8月15日には，まず先句（1）「これは，主のすべての聖なる者たちの栄光」に   
ビザンティン典礼における「テユピコン」の神学   

































しみに代えて喜びの梯を告げ知らせて。これはすなわち，死に代えて生命を与   
秋 山  98  
える治め主を請えること。それゆえわれらもあなたに叫ぶ。われらすべてに幸  



























まれた。あなたに栄光！〉」。   
続いて「神よあなたに栄光あれ，あなたはわれわれの上に光を輝かせてくだ  
さった」の後，主目視I］と過日とで次第が異なる。   
十三．主日祝日には，会衆は「大栄咽」を歌い上げる。①「いと高きところ  
には神に栄光，地には平和，人には酋き思いがありますように！われらはあ   
ビザンティン輿礼における「テエビコン」の神学   

































放って，主よ，あなたは死の裁きをなきものとした。そして敵のわなよりすべ   
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ての者たちを解放された。そして使徒たちに現れると，彼らを福音の宣教のた  
めに遣わした。それによってかれらは平和を全世界にもたらした，唯一憐れみ  
深い方よ」。   
続いて「重連祷」である。司祭「神よ，あなたの大いなる憐れみによって，  
われらを憐れみたまえ。われらの願いを聞き，憐れみたまえ」 会衆「主よ，  
憐れみたまえ（×3）」（以下，司祭の各旬に付す） 司祭「神を愛するわれら  
の司教～のため，われらの霊的師父たちのため，キリストにおけるわれらの父  
のすべての子たちのために」 「ここに集い，あなたからの大いなる豊かな恵  
みを待ち望む民のため，われらに好意的な人々のため，すべての真なる信もつ  
キリスト教徒たちのため，さらに願おう」 「あなたは憐れみ深く人を愛する  
神，われらはあなたを讃め称える，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえ  
に」。 会衆「アーメン」。   
続いて「完遂連祷」である。「われらの朝の願いを，主に向けてまっとうし  
よう」 会衆「主よ憐れみたまえ」（以下司祭の各導旬に続ける） 司祭「神  
よ，あなたの憐れみによって，われらを守り，救い，憐れみ，強めたまえ」  
「この日一日を通して，完全に，聖性のうちに，平安に，罪なく過ごすことが  
できるよう，主に求めよう」 会衆「主よ叶えたまえ」 以下，会衆の「アー  
メン」まで，晩課においてなされたのと同一の祈祷が行われる。   
司祭（会衆の側に顔を向け）「あなたがたすべてに平安があるように」 会  










われらはあなたを諾える，今もいつも世々とこしえに」。 会衆「アーメン」。   
以下「大散会定式」である。司祭「叡智！」 会衆「祝福を与えたまえ」  
司祭「キリスト，われらの神がとこしえに祝せられ，諾えられますように」  
会衆「神よ，真の普遍的信仰を，世々とこしえに力づけたまえ」 司祭「いと   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   
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も聖なる神の母よ，われらを救いたまえ」 会衆「ケルビムよりも尊く，セラ  
フィムよりも類いようもなく栄えある方，あなたは神を，御言葉を，陣痛なく  
お産みになった。真なる神の母よ，われらはあなたを誉め歌う」 司祭「あな  
たに栄光あれ，キリスト・われらの神よ，われらの希望よ，あなたに栄光あれ」   
会衆「栄光は」「今も」「主よ，憐れみたまえ」（×3）「主よ，祝福を与えた  




方として，われらを憐れみ救いたまえ」。 会衆「アーメン」 司祭「主の祝  
福が，その恵みと人への愛とともにあなた方にありますように。今もいつも世々  




















より民に及ぶ」。「栄光は」「今も」。「栄光は」「今も」には，それまでと同じと   





















示している点に改めて注目したい。   
本稿では8月15日「聖母の御眠りの祝日」を例に取ったが，他の聖母祝日に  
も同様の規定が適用される。たとえば9月8日「聖母の誕生」のテエビコンで  
は，「もし日曜日に当たったばあい 【 そして聖母の他の祝日でも同様である  






ンと福音を読む」とある。この例外規定は，聖母の祝日の中では11月21日にの   
ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学   
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み適用されるものであり，この日のみ，聖書朗読における聖母の祝日性に対し  































復活の寿ぎはせず，師父を前にもってきて6ステイヒラを行い，前祝日を4つ   
秋 山   学  104  
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収，2002年）を参照。  
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kiadまsa，Nyiregyhaza1998；脚EAIII．：血nudT・－Fbbrudr，A fbrdftast a   
R6maban1896－bang6r6gtilkiadottMENAIAIII．k6tete ala房畠nDr．Rohま1y   
Ferenc k6zirata alanj象n 丘tdolgozta：Orosz L．Athan邑z szerzetspap，   
Nyiregyhまza2005；MENEAⅣ：Mircius4prilis，Afbrdit丘st a R6m丘ban   
1898－ban g6r6がIkiadott MENAIAIV k6tete ala頭まn伽．Rohaly Ferenc   
k6zirataal叩植n畠tdolgozta：OroszAtan丘zszerze七espap，Nyiregyh孟za2006）．   
なお本稿で扱う8月の分は第6巻に収められるため，未刊である。  
5 この部分はハンガリー語版メノロギオンにはなく，仏語版舶如由d且0釦（比par   
P6reDenis），Chevetogne2007，185を参照した。  
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P6reDenis），Chevetogne2007，195を参照した。  
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Budapest1984，21．  
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